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九十九谷展望公園から眺める初日の出
　九十九谷展望公園は東から南にかけて眺望がよく、上総丘陵が幾重にも連なる山並

みの風景を一望することができ、元旦には初日の出を見るため大勢の方で賑わいます。

このほか鹿野山エリアには行楽やスポーツができるスポットが多くあるほか、自転車

で山や峠の登り坂を楽しむ方からも人気があるなど、多様な楽しみ方ができる観光地

として多くの方が訪れています。
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令和令和７７年年

　第４回定例会は、１１月２８日から１２月１９日までの２２日　第４回定例会は、１１月２８日から１２月１９日までの２２日
間の会期で開かれました。間の会期で開かれました。
今定例会では、君津市ボールパーク整備等基金条例の制定今定例会では、君津市ボールパーク整備等基金条例の制定
など市長提出の３３議案、陳情２件、委員会提出の１議案、など市長提出の３３議案、陳情２件、委員会提出の１議案、
議員提出の１議案を審議し、慎重審議の結果、陳情２件を議員提出の１議案を審議し、慎重審議の結果、陳情２件を
趣旨採択とし、そのほかは原案のとおり可決・同意されまし趣旨採択とし、そのほかは原案のとおり可決・同意されまし
た。た。
　一般質問では、１２人が登壇し、市政運営等について、活発　一般質問では、１２人が登壇し、市政運営等について、活発
な議論が展開されました。な議論が展開されました。

主 な 日 程主 な 日 程

第４回定例会（12月）

11/28㈮
本会議（招集日）
諸般の報告、会期の決定、
議案等の上程など

12/３㈬ 本会議

一般質問４㈭

５㈮
本会議
一般質問、質疑、委員会付託など

10㈬ 総務常任委員会

11㈭
総務常任委員会

教育福祉常任委員会

12㈮ 建設経済常任委員会

19㈮　
本会議（最終日）
委員長報告、質疑、討論、採決など

議案35件、陳情２件を議決議案35件、陳情２件を議決

君津市ボールパーク整備等基金条例の君津市ボールパーク整備等基金条例の

制定など制定など

・ボールパークは都市計画法に基づ
く都市施設として位置づけられて
おり、都市計画の決定・変更は都
市計画審議会での審議・議決が先
に必要であると考える。
・スポーツ施設等を核とした戦略的
なまちづくりが、「街なか」の賑わ
い創出、地域経済の活性化、交流
人口の拡大に資するものであるこ
との明確なビジョンを市民に説明
することが先決であると考える。

　過疎化対策、地域活性化対策が
叫ばれる中、地域のコミュニティセ
ンターの利活用が求められているに
も関わらず、休館日の増加、開館時
間の短縮が行われ、時代に逆行して
いると考える。

・ボールパーク整備は多額の事業費
を要するが、今後の市の魅力向上、
活性化に大きな役割を担うものと
して期待する。
・市内企業からの寄附金をはじめ、
市外の個人、企業からのふるさと
納税等は貴重な財源となるもので
あり、寄附の受け皿となる基金を
創設することは理解できる。

・ボールパーク整備推進事業に係る
調整池の実施設計、地盤改良設計
業務については、施設のおおよその
配置が明らかになった段階で予算
計上されたものと理解する。
・ハザードシミュレーションについて
は地域住民から出た不安を払拭す
るためのものでもあり、地域に寄り
添った予算である。また、事業を迅
速かつ着実に進めるために必要不
可欠な予算であると考える。

本会議における主な討論本会議における主な討論

議案第７号

賛成賛成反対

君津市ボールパーク

整備等基金条例の制

定について

議案第１８号

君津市コミュニティセン

ターの設置及び管理に関

する条例の一部を改正す

る条例の制定について

議案第２９号

令和７年度　君津市

一般会計補正予算

（第６号）

第４回定例会のあらまし
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（仮称）貞元総合公園整備等調査特別委員会を設置しました

◆人権擁護委員

　鳥　井　みゆき（向郷）
　永　塚　朝　子（大井戸）

◆固定資産評価審査委員会委員

　飯　田　朝　夫（箕輪）
　大　嵩　正　博（中野６丁目）
　五十嵐　邦　雄（君津台３丁目）◆教育委員会委員

　島　田　義　久（中野５丁目）

人 事 案 件

に 同 意

君津市一般会計補正予算 （第６号 ・第７号） の主な事業は以下のとおりです。君津市一般会計補正予算 （第６号 ・第７号） の主な事業は以下のとおりです。

特別職・一般職
人件費等

普通地方交付税
超過交付返還金

物価高対応ギフトカード給付事業 物価高対応子育て応援手当支給事業

ボールパーク整備推進事業

1億3,411万7千円 2億8,124万

8千円 

3億8,565万6千円 2億790万1千円 

4,320万8千円 

県の人事委員会の勧告を参考
とした条例改正に伴う増額及び
人事異動などによる過不足調整
の見込み額を増額します。

令和５年度普通地方交
付税錯誤額を返還しま
す。

物価高騰の影響を受けている生活者を支援す
るため、平成１９年４月１日以前に生まれた市民
１人につき５千円のギフトカードを支給します。

　今定例会の最終日（12月 19日）に、議長を除く全議員からなる「（仮称）貞元総合公園整備等調査特
別委員会」の設置について、議員発議により議案が提出され、全会一致で可決されました。

■設置の目的
　令和１２年１月の供用開始に向け整備が進められている（仮称）貞元総合公園について、計画に係る進
捗状況及び諸課題に加え、公園整備等を活かしたまちづくりや経済活性化策、スポーツを通じた関係人口・
交流人口の確保など、多角的な視点から調査研究を行うため。

物価高騰の影響を受けている子育て世帯の生活を支援する
ため、平成１９年４月２日以降に生まれた｟令和８年３月３１日まで
に生まれた児童を含む｠児童１人につき２万円を支給します。

造成設計業務において調整池の設計
業務委託、地盤改良の検討業務委託
及びハザードシミュレーションが必要と
なったことから各業務に要する費用を
増額します。

発議案第4号発議案第4号

（仮称）貞元総合公園整備等調査特別委員名簿

委 員 長 副委員長 委　　員 定　数

松本裕次郎 高橋　健治

林　　祥子 小倉　広紀 滿武　琢也 大和ヒロシ　　　　天笠　　等

20人
大滝　浩介 四宮　安彦 鶴岡　一成 鈴木　高大 石上　　塁
佐藤　葉子 野上　慎治 三浦　道雄 下田　剣吾 保坂　好一
高橋　　明 三浦　　章 小林喜久男

令和７年１２月１９日設置（議席番号順）

｜｜一一｜｜般般｜｜会会｜｜計計｜｜補補｜｜正正｜｜予予｜｜算算｜｜ 主主なな事業事業をを
　　紹介紹介ししまますす

令和７年度令和７年度
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出席議員全員が賛成した議案（全会一致）

議案番号 件　　　名
議案第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

議案第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

議案第３号 教育委員会委員の任命について

議案第４号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案第５号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案第６号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案第８号 君津市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について

議案第12号 職員の旅費に関する条例等の一部を改正する条例の制
定について

議案第13号 君津市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議案第14号 君津市教育支援センター設置条例の一部を改正する条
例の制定について

議案第15号
君津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について

議案第17号
君津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議案第19号 君津市火災予防条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議案第20号 君津市福祉作業所の設置及び管理に関する条例を廃止
する条例の制定について

議案番号 件　　　名

議案第21号 君津市火葬場設置及び管理に関する条例を廃止する条
例の制定について

議案第22号 君津市手数料徴収条例の一部を改正する条例を廃止す
る条例の制定について

議案第23号 君津市自転車駐車場の指定管理者の指定について

議案第24号 君津市森林体験交流センターの指定管理者の指定につ
いて

議案第25号 君津市立公園（亀山湖畔公園）の指定管理者の指定につ
いて

議案第26号
君津郡市広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の
変更及び君津郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を
改正する規約の制定に関する協議について

議案第27号
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少、千葉県市町村総合事務組合の共同処理する事
務の変更及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部を
改正する規約の制定に関する協議について

議案第28号 財産の無償譲渡について

議案第30号 令和７年度君津市国民健康保険特別会計補正予算（第２
号）

議案第31号 令和７年度君津市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案第32号 令和７年度君津市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

議案第33号 令和７年度君津市一般会計補正予算（第７号）

◆市長提出議案

陳情番号 件　　　名
陳情第10号 保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさらなる改善を求める意見書提出を求める陳情書

陳情第11号 坂田地区における再生資源屋外保管場を許可しない意見書の千葉県への提出を求める陳情
※陳情第10号、第11号は趣旨採択について諮りました。

議案番号 件　　　名
発議案第４号 （仮称）貞元総合公園整備等調査特別委員会の設置について

議案番号 件　　　名
発議案第５号 坂田地区における特定再生資源屋外保管業の許可の申請に関する意見書について

◆陳情

◆議員提出議案

◆委員会提出議案

賛否の分かれた議案
◆市長提出議案

議
決
結
果

令和新政 麒麟 明政会 きみつ未来 公明党 諸派 諸派 諸派
小
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鶴
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議案番号 件　　　名
議案第7号 君津市ボールパーク整備等基金条例の制定について ○

可決

議
　
長

〇 〇 〇 〇 〇 ● ●● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ●

議案第９号 一般職の職員の給与等に関する条例等の一部
を改正する条例の制定について

○
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

議案第10号 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

○
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ●

議案第11号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

○
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

議案第16号 君津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例等の一部を改正する条例の制定について

○
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

議案第18号 君津市コミュニティセンターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

○
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ●

議案第29号 令和７年度君津市一般会計補正予算（第６号） ○
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ●

※議案第21号を除く議案については議長は採決に加わりません。 表の見方　　○：賛成　●：反対

※議案第21号は地方自治法及び条例に規定された特別多数議決のため、議長を含め採決を行いました。

第４回君津市議会定例会第４回君津市議会定例会  議案等の審議結果  議案等の審議結果令和７年
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·福祉行政について
·教育行政について
·総合計画について
·税務行政について
·環境行政について

·君津市の魅力発信について
·環境グリーン都市の実現に向けて
·財政運営について
·千葉ロッテマリーンズファーム本

拠地移転について
·安全安心な働く環境について
·中学校の部活動について
·防犯力の強化について

·安心・安全なまちづくり
·行政運営について

·地域共生社会の推進について
·安心・安全なまちづくり推進に

ついて
·特色ある教育の推進について

·人口増加策について

·市長公約について
·直面する課題について

·持続可能な公共交通を目指して
·スポーツによる地域づくり
·使われ活きる公園の実現
·日本一チャレンジする市役所
·誰もが安心して過ごせるまち

·市民が安心して暮らせるまちに
ついて

·経済と環境が調和したまちにつ
いて

·教育環境について
·物価対策について

·市長の政治姿勢について
·医療・福祉行政について
·環境行政について

·明るい将来を目指す君津市につ
いて

·ＪＲ久留里線について

·総合計画について
·安心して子育て・子育ちでき学

びを楽しめるまちについて
·ＤＸ推進について
·市民の命を守る対策について

·環境保全について
·快適で安心して暮らせるまちに

ついて
·公共施設の管理運営について
·スポーツに親しめるまちについて
·ともに創る次世代につながるま

ちについて
·経済と環境が調和したまちにつ

いて

P.6

P.8

P.6

P.7

P.9

P.8

P.7

P.9

P.9

P.7　　　　

P.6

P.8
諸派・改革きみつ

きみつ未来

明政会

明政会

令和新政

きみつ未来

公明党

公明党

諸派・希望にみらい

麒麟

令和新政

諸派・日本共産党

小倉　広紀 小倉　広紀 議員

石上　塁 石上　塁 議員

四宮　安彦 四宮　安彦 議員

大滝　浩介 大滝　浩介 議員

鶴岡　一成 鶴岡　一成 議員

滿武　琢也 滿武　琢也 議員

高橋　健治 高橋　健治 議員

野上　慎治 野上　慎治 議員

林　祥子 林　祥子 議員

下田　剣吾 下田　剣吾 議員

大和 ヒロシ 大和 ヒロシ 議員

三浦　道雄 三浦　道雄 議員

第４回定例会において、12 人の議員が質問を行いました。

各議員の質問の大綱については下記のとおりです。（通告順）

マーカーの項目は、本文に内容を掲載しています。

なお、掲載記事は、質問した議員自らの寄稿によるものです。

一 般
質 問 Q＆AA

市政を問う！市政を問う！

議
員
名

録画配信を
ご覧頂けます
録画配信を
ご覧頂けます
一般質問のページ
では氏名下部の
二次元コードから
各議員の一般質問
の録画配信ページ
に移動できます
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令
和
新
政

議
員

大や
ま
と和
ヒ
ロ
シ

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
誘
致

現
時
点
で
１
５
０
億
円
と
試
算
し
て
い
る
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
２
軍
誘
致
の
た
め
の
都
市
公
園
整

備
に
つ
い
て
、
国
等
の
補
助
金
を
活
用
し
、
仮
に
90
億
円

を
借
入
し
た
と
し
て
30
年
で
毎
年
３
億
円
を
返
済
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
年
利
を
２
％
と
考
え
た
と
し
て

も
初
年
度
は
１
億
８
千
万
円
の
金
利
が
か
か
り
、
合
計
で

４
億
８
千
万
円
の
支
払
い
が
必
要
で
、
そ
の
後
の
修
繕
費

等
を
考
え
た
場
合
、
最
低
で
も
千
葉
ロ
ッ
テ
側
に
毎
年
の

使
用
料
と
し
て
５
億
円
程
度
い
た
だ
い
て
い
か
な
い
と
市

の
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
く
る
も
の
と
考
え
る
が
、
ど

の
程
度
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

球
団
か
ら
の
施
設
利
用
の
対
価
に
つ
い
て
は
７
年
度

に
整
備
基
本
計
画
を
策
定
す
る
中
で
概
算
事
業
費
を

算
出
す
る
た
め
、
現
時
点
で
は
正
確
な
数
字
を
示
す
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
市
民
利
用
分
を
除
い
た
費
用
の
う
ち
多

く
を
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
の
今
後

代
替
交
通
と
し
て
バ
ス
の
運
行
を
考
え
て
い
る
よ
う

だ
が
、
当
該
地
域
に
あ
る
保
育
園
の
送
迎
バ
ス
の
廃

止
を
決
定
し
た
本
市
が
、
住
民
に
対
し
公
共
交
通
を
維
持

し
て
い
け
る
の
か
伺
う
。

Ｊ
Ｒ
が
主
体
と
な
る
場
合
、
今
回
の
久
留
里
線
と
同

様
の
事
態
が
起
き
る
懸
念
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
足
を
守
る
た
め
市
が
主
体
と
な
っ
て
運
行
し
て
い
く
。

福
祉
行
政

障
が
い
が
あ
る
方
の
た
め
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
車
椅
子
駐
車
場
の
設
置
基
準
は
、
幅
３
.

５
ｍ
以
上
、
駐
車
場
台
数
２
０
０
台
以
下
は
そ
の
２
％
以

上
、
２
０
０
台
を
超
え
る
場
合
は
そ
の
１
％
に
２
台
を
加

え
た
数
以
上
と
い
う
認
識
は
合
っ
て
い
る
か
伺
う
。

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

例
え
ば
文
化
ホ
ー
ル
、
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

各
公
民
館
は
、
お
お
む
ね
設
置
基
準
を
満
た
し
て
い

る
。
文
化
ホ
ー
ル
は
、
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設

の
設
置
基
準
で
は
計
算
上
11
台
必
要
で
、
現
在
、
思
い
や

り
駐
車
場
が
８
台
分
設
置
し
て
あ
る
。

税
務
行
政

相
続
放
棄
さ
れ
、
か
つ
所
有
者
が
正
常
に
登
記
さ
れ

て
い
な
い
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
こ
の
居
宅
、
建

物
に
住
み
続
け
使
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
考
え
る
。

国
は
、
所
有
者
で
は
な
く
固
定
資
産
の
使
用
者
に
対
し
て

固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
設
け
て

い
る
が
、
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

固
定
資
産
の
使
用
者
を
所
有
者
と
み
な
し
て
固
定

資
産
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
、

本
市
で
は
、
使
用
者
課
税
に
係
る
事
務
処
理
要
綱
を
整
備

し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
使
用
者
課
税
を
実
施
し
た
事

例
は
な
い
。
今
後
も
、
課
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
調
査

を
継
続
し
、
適
切
な
課
税
を
実
施
す
る
。

明
政
会

諸
派
・
改
革
き
み
つ

議
員

議
員

四し

宮み
や

安や
す

彦ひ
こ

小お

倉ぐ
ら

広ひ
ろ

紀き

QQ Q AA A

鹿
野
山
の
無
許
可
埋
め
立
て

昨
年
６
月
に
鹿
野
山
地
先
に
て
発
生
し
た
無
許
可
の

埋
立
て
事
案
に
よ
り
、
土
砂
で
赤
道
が
埋
ま
る
等
の

被
害
が
出
て
い
る
が
、
事
案
の
経
緯
及
び
市
の
対
応
、
ま

た
、
埋
立
て
ら
れ
た
土
砂
が
今
後
ど
う
な
る
の
か
伺
う
。

６
月
９
日
、
近
隣
住
民
の
方
か
ら
市
へ
通
報
が
あ
り
、

同
日
の
う
ち
に
現
地
確
認
を
行
い
、
行
為
者
に
埋
立

面
積
が
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
に
つ
い
て
は
、
市
の

残
土
条
例
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、
盛
土
規
制
法

を
所
管
す
る
千
葉
県
に
連
絡
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
以

降
、
県
及
び
警
察
と
連
携
し
指
導
を
継
続
し
て
い
た
が
、

行
為
者
は
、
無
許
可
で
埋
立
て
範
囲
を
拡
大
し
、
隣
接
す

る
法
定
外
道
路
を
通
行
不
能
と
し
た
こ
と
か
ら
、
８
月
20

日
に
警
察
へ
被
害
届
を
提
出
し
、
10
月
28
日
に
行
為
者
２

名
が
逮
捕
さ
れ
た
。
引
き
続
き
県
と
連
携
し
、
行
為
者

に
対
し
、
是
正
工
事
に
よ
り
現
状
回
復
す
る
よ
う
、
強
く

指
導
し
て
い
く
。

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
用
地
取
得
は
進
ん
で
い
ま
す
か

用
地
取
得
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

２
０
３
０
年
１
月
の
供
用
開
始
に
向
け
、
事
業
予
定

地
に
係
る
地
権
者
と
個
別
に
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

現
状
で
は
約
９
割
、
面
積
に
し
て
約
７
割
の
地
権
者
よ
り

土
地
使
用
の
同
意
を
得
て
お
り
、
今
後
も
計
画
に
遅
れ
の

な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

QQ

QQ

AA

AA

▲録画配信

▲録画配信

▲録画配信
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道
路
維
持
管
理
に
お
け
る
人
員
体
制

持
続
可
能
な
道
路
管
理
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
現

状
の
道
路
維
持
補
修
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
は
市
域
が
広
く
、
道
路
維
持
補
修
に
関
す
る
要

望
が
多
い
こ
と
か
ら
、
職
員
で
迅
速
に
対
応
で
き
る

も
の
は
職
員
が
直
接
対
応
し
、
職
員
に
よ
る
対
応
が
困
難

な
も
の
は
委
託
す
る
な
ど
し
て
安
全
な
道
路
環
境
の
維

持
・
管
理
に
努
め
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
老
朽
化
対
策

建
設
か
ら
長
い
年
月
が
経
過
し
た
市
営
住
宅
が
増
え
、

老
朽
化
だ
け
で
な
く
住
民
の
高
齢
化
に
伴
う
住
環
境

の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
が
、
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
認
定
制
度
へ
の
対
応
を
含
め
、

福
祉
部
局
を
は
じ
め
関
係
部
署
と
連
携
し
、
高
齢
者

な
ど
の
住
宅
確
保
要
配
慮
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活
用

物
価
高
対
策
と
し
て
交
付
さ
れ
る
重
点
支
援
地
方
交

付
金
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
分
野
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か
伺
う
。

新
た
に
食
料
品
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
特
別
加
算
が

措
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
国
の
動
向
や
本
市
の
実

情
を
十
分
に
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
な
取
組
に
つ
な
が
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

QQQ AAA

明
政
会

議
員

大お
お

滝た
き

浩こ
う

介す
け

市
長
公
約
「
移
動
困
難
者
へ
支
援
」
を
守
っ
て

免
許
返
納
し
た
市
民
が
買
い
物

や
通
院
に
困
っ
て
い
る
。
新
し

い
清
和
地
区
の
バ
ス
路
線
の
経
費
を

伺
う
。清

和
公
民
館
か
ら
県
民
の
森
ま

で
の
バ
ス
は
年
間
の
乗
車
人
数

が
約
８
千
人
。
経
費
は
３
千
７
百

62
万
円
。

木
更
津
、
富
津
、
袖
ケ
浦
で
は
新
交
通
を
導
入
し
た
。

平
田
の
方
が
小
糸
で
買
物
し
帰
る
待
ち
時
間
を
伺
う
。

市
に
寄
せ
ら
れ
た
声
に
よ
る
と
、
清
和
公
民
館
で
、

４
時
間
強
の
待
ち
時
間
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

市
長
公
約
「
周
南
公
民
館
を
建
て
替
え
ま
す
」

市
長
選
ま
で
１
年
な
い
。
任
期
中
に
公
約
し
た
避
難

所
で
あ
る
公
民
館
を
い
つ
建
て
替
え
る
の
か
伺
う
。

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
諸
課
題
や
社
会
動
向
、

全
体
の
公
共
施
設
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
検
討
す
る
。

耐
震
補
強
し
て
い
な
い
か
ら
地
震
で
職
員
が
亡
く
な

る
可
能
性
も
あ
る
。
今
も
こ
ど
も
食
堂
を
や
っ
て
い

る
。公
約
を
守
る
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

そ
の
年
の
歳
入
を
歳
出
に
充
て
る
の
が
大
原
則
で
あ

る
。優
先
順
位
を
つ
け
、新
年
度
の
予
算
編
成
を
行
う
。

新
年
度
は
ロ
ッ
テ
の
球
場
は
用

地
買
収
の
み
。
そ
の
後
の
造
成
・

建
設
は
数
十
億
か
か
る
。
５
年
以
上

公
民
館
建
替
え
が
先
送
り
に
な
る
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

公
共
施
設
管
理
の
観
点
か
ら
も
、

優
先
順
位
を
決
め
て
総
合
的
に

判
断
し
て
い
き
た
い
。

QQQQQ AAAAA

試算された事業費
　　　　　(設計、建設、監理等)

周南公民館 約６億３千万円

小糸公民館 約８億５千万円

小櫃公民館 約７億６千万円

　　　　　　　　　　 　下田作成

かずさ4市の新しい
交通導入

木更津：ふくちゃんバス(500円～)

富 　 津：峰タク(500円～)、
　　　　　 ぷちバス (500円～)

袖ケ浦：全域デマンド交通
           チョイソコ(300円～)

君津のみ無し　　　　　　　　 下田作成

麒
麟

議
員

下し
も

田だ

剣け
ん

吾ご

予
防
接
種
の
自
己
負
担
額

65
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
自
己
負
担

額
が
近
隣
よ
り
高
い
が
、
声
は
届
い
て
い
る
か
伺
う
。

他
市
よ
り
自
己
負
担
額
が
高
い
、
助
成
額
を
増
や
し

て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
多
く
の
方
が
接
種
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

市
民
体
育
祭

第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で
は
開
催
を
支
援
す
る

と
あ
る
が
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

計
画
期
間
は
令
和
８
年
度
ま
で
の
た
め
、
８
年
度
は

支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
交
流
の
場
の
普
及
へ
の
見

解
を
伺
う
。

北
子
安
地
区
の
よ
う
な
地
域
で
活
動
す
る
団
体
、
体

育
協
会
、
ス
ポ
レ
ク
推
進
委
員
が
主
体
と
な
り
、
幅

広
い
年
代
の
方
が
参
加
し
や
す
い
大
会
を
各
地
区
で
開
催

し
て
お
り
、
地
域
に
根
差
す
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

小
糸
・
清
和
地
区
の
バ
ス
運
行

中
島
・
豊
英
線
の
見
直
し
で
期
待
す
る
効
果
を
伺
う
。

君
津
駅
ま
で
の
直
通
便
や
夜
間
20
時
台
の
下
り
便
を

増
便
し
た
。
高
校
生
の
帰
宅
時
間
に
も
対
応
で
き
、

利
便
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。

見
直
し
は
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
至
っ
て
い
な
い
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
の
検
討
の
余
地
を
伺
う
。

経
費
が
増
大
す
る
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
配

慮
も
必
要
。
見
直
し
後
の
利
用
状
況
を
把
握
し
、
持

続
可
能
な
交
通
体
系
の
構
築
に
努
め
る
。

QQQ QQ AAA AA

公
明
党

議
員

高た
か

橋は
し

健け
ん

治じ

▲録画配信

▲録画配信

▲録画配信
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諸
派
・
日
本
共
産
党

議
員

三み

浦う
ら

道み
ち

雄お

発
信
力
の
強
化

本
庁
舎
や
図
書
館
周
辺
へ
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

導
入
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
グ
リ
ー
ン
都
市
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
に
よ
り
、

本
庁
舎
敷
地
内
で
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
設
置
を

含
め
た
民
間
提
案
を
採
択
し
、
現
在
、
事
業
化
に
向
け
た

詳
細
協
議
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

松
本
ピ
ア
ノ
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

松
本
ピ
ア
ノ
を
市
内
の
小
中
学
校
に
設
置
す
る
な
ど

し
て
、
認
知
や
体
験
の
機
会
を
作
っ
て
は
ど
う
か
伺

う
。

本
市
出
身
の
松
本
新
吉
氏
が
創
業
し
た
こ
と
や
、
外

箕
輪
に
ピ
ア
ノ
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
副
読
本

で
伝
え
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
喚
起
し
、
文
化

ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
奏
体
験
で
魅
力
に
直
接
触

れ
ら
れ
る
よ
う
な
流
れ
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
移
転
の
計
画
の
進
捗

事
業
費
及
び
資
金
の
流
れ
、
ま
た
財
政
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

概
算
事
業
費
は
約
１
５
０
億
円
で
、
国
の
交
付
金
や

寄
附
の
獲
得
等
に
よ
り
財
政
負
担
を
抑
え
て
い
く
。

ま
た
、
起
債
等
を
活
用
し
長
期
間
の
分
割
支
払
い
で
負
担

の
平
準
化
を
考
え
て
い
る
。
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
か

ら
施
設
等
の
利
用
に
対
す
る
応
分
の
負
担
と
し
て
利
用
料

を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
り
、
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
の
負

担
は
少
な
い
も
の
と
考
え
る
。

QQQ AAA

き
み
つ
未
来

議
員

石い
し

上が
み

塁る
い

き
み
つ
未
来

議
員

滿み
つ

武た
け

琢た
く

也や

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
誘
致

今
後
誘
致
が
実
現
し
、
運
用
開
始
か
ら
30
年
後
の
地

域
・
施
設
に
つ
い
て
、
現
状
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

運
用
期
間
を
30
年
と
し
て
い
る
が
、
将
来
は
駅
周
辺
、

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
ま
で
の
通
り
沿
い
や
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

周
辺
に
つ
い
て
も
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
、
ま
た
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
自
体
が
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
広
く
内
外
に
認
識
さ
れ
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に

発
展
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

若
者
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
は
、
ど
う
い
っ
た
施
設

に
し
て
い
く
考
え
な
の
か
伺
う
。

ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
は
例
え
ば
若
者
が
集
ま
る
音

楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
、
ま
た
公
園
広
場
に
つ
い

て
は
小
さ
い
子
ど
も
も
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
な
場
所
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場

貞
元
地
区
は
新
し
く
住
宅
街
が
形
成
さ
れ
、
子
育
て

世
代
が
多
く
暮
ら
し
て
い
る
が
、
周
辺
に
公
園
が
な

い
。
今
後
こ
の
地
域
に
新
し
く
公
園
を
設
置
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
見
解
を
伺
う
。

貞
元
地
区
の
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
千
葉
ロ

ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
移
転
に
伴
い
、

新
た
に
整
備
す
る
（
仮
称
）
貞
元
総
合
公
園
に
お
い
て
、

野
球
場
の
み
な
ら
ず
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
空

間
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
く
。

久
留
里
線（
久
留
里
・
上
総
亀
山
間
）の
存
廃
問
題

久
留
里
線
の
存
続
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
等
が
あ
る
中
、
な
ぜ
バ
ス
転
換
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

地
域
の
皆
様
や
関
係
団
体
の
方
々
の
長
年
の
取
組
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
地
域
の
魅
力
向

上
を
目
的
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
の
活
性

化
に
向
け
取
り
組
ん
で
き
た
。
一
方
、
存
続
や
廃
止
の
判

断
は
Ｊ
Ｒ
が
行
う
も
の
で
、
市
と
し
て
は
移
動
手
段
の
空

白
が
生
じ
な
い
よ
う
、
利
便
性
の
高
い
、
持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
確
保
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

千
葉
県
が
事
務
局
で
あ
る
検
討
会
議
に
お
け
る
本
市

の
立
ち
位
置
が
明
確
で
な
か
っ
た
と
考
え
る
が
、
認

識
を
伺
う
。

検
討
会
議
の
段
階
か
ら
久
留
里
線
の
必
要
性
は
示
し

て
き
て
い
る
。
運
行
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
か
ら
正
式
な

方
針
が
示
さ
れ
な
い
中
、
市
と
し
て
態
度
を
明
確
に
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

久
留
里
線
の
廃
線
は
、
高
校
生
等
の
足
を
奪
う
こ
と

に
な
る
が
、
バ
ス
転
換
に
よ
る
運
行
系
統
等
の
説
明

会
の
実
施
は
、
拙
速
す
ぎ
な
い
か
。

鉄
道
の
今
後
は
、
運
行
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
判
断
で

廃
止
の
届
出
を
す
る
も
の
で
、
市
が
決
定
で
き
る
も

の
で
は
な
い
が
、
こ
の
現
実
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
移
動
手
段
が
十
分
確
保
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A
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▲録画配信

▲録画配信
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公
明
党

諸
派
・
希
望
に
み
ら
い

令
和
新
政

議
員

議
員

議
員

野の

上が
み

慎し
ん

治じ

林は
や
し

祥さ
ち

子こ

鶴つ
る

岡お
か

一か
ず

成な
り

災
害
・
避
難
カ
ー
ド
の
作
成
を
！

愛
媛
県
大
洲
市
で
は
、
避
難
の
要
点
が
書
か
れ
た
災
害

避
難
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
ご
み
収
集
表
の
よ
う
に
冷

蔵
庫
な
ど
に
掲
示
す
る
な
ど
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
作
成
過
程
の
中
で
近
所
の
要
支
援
者

も
明
確
に
な
る
。
本
市
で
も
導
入
し
て
は
い
か
が
か
伺
う
。

愛
媛
県
大
洲
市
で
は
、
地
域
で
話
し
合
い
、
市
民
自

ら
が
作
成
を
し
て
い
る
。
現
在
、
同
市
か
ら
聞
取
り

を
行
う
な
ど
、
導
入
に
向
け
研
究
を
し
て
い
る
。

地
域
と
連
携
し
た
特
色
あ
る
教
育
を
！

清
和
地
域
と
周
西
地
域
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
目
を
担
い
、
地
域

と
連
携
し
た
特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
て
は
い
か
が
か
伺
う
。

特
色
あ
る
教
育
を
進
め
て
い
く
上
で
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
皆
さ
ん
が
相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
と
考
え
る
。

人
を
育
む
読
書
教
育
の
充
実
を
！

本
と
の
出
会
い
は
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
重
要

で
あ
り
、
学
校
図
書
館
司
書
補
助
員
に
よ
る
読
み
聞

か
せ
や
本
の
紹
介
は
読
書
に
興
味
を
持
た
せ
る
上
で
ま
た

と
な
い
機
会
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心
に
合

わ
せ
た
本
を
選
ぶ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
取
り

入
れ
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
児
童
生
徒
も
多
く
、
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

空
き
家
対
策

中
古
住
宅
取
得
補
助
事
業
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

現
行
の
補
助
を
詳
し
く
伺
う
。

中
古
住
宅
を
取
得
す
る
際
の
補
助
制
度
と
し
て
、
基

礎
額
20
万
円
に
加
え
、
子
育
て
世
帯
加
算
10
万
円
が

受
け
ら
れ
、
親
世
帯
と
の
同
居
や
近
居
の
ほ
か
、
転
入
転

居
な
ど
の
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
10
万
円
の
上
乗
せ
加
算
が

受
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
取
得
す
る
中
古
住
宅
が
１
年
以
上

空
き
家
で
あ
り
、
併
せ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
は
工

事
費
用
の
２
分
の
１
、
上
限
50
万
円
を
加
算
で
き
る
。

教
育
施
策

子
育
て
世
帯
が
引
越
し
先
を
検
討
す
る
際
、
教
育
環

境
を
重
要
視
す
る
人
が
多
い
と
考
え
る
。
特
色
あ
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

小
中
学
校
に
お
け
る
体
験
学
習
や
地
域
住
民
と
の
協
働
に

よ
る
教
育
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
に
お
け
る
実
践
例
と
し
て
、
小
櫃
小
学
校
で
は
、

ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
米
作
り
、
外
箕
輪
小
学
校
で

は
、
蛍
が
生
息
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
た
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
の
放
流
体
験
や
公
園
の
環
境
整
備
。
周
東
中
学
校

で
は
小
糸
在
来
Ⓡ
の
大
豆
を
使
っ
た
味
噌
作
り
な
ど
。
副

読
本
「
き
み
ペ
デ
ィ
ア
」
に
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
も
含
め

各
学
校
が
参
考
に
し
や
す
い
よ
う
に
体
験
学
習
の
実
践
例

を
多
数
掲
載
し
て
い
る
。

保
育
園
送
迎
バ
ス
の
今
後

保
育
園
送
迎
バ
ス
の
打
ち
切
り
は
決
断
を
下
す
と
き

で
は
な
い
と
思
う
が
、
再
考
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

地
域
の
大
切
な
も
の
と
し
て
保
育
園
バ
ス
を
捉
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
考
え
、
保
護

者
の
方
々
と
話
し
合
っ
て
き
た
が
、
不
十
分
な
点
も
あ
る

と
い
う
こ
と
を
受
け
止
め
、
バ
ス
に
限
ら
ず
、
子
ど
も
た

ち
が
ど
う
安
全
に
保
育
園
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
を

考
え
て
い
き
た
い
。

救
急
車
及
び
消
防
車
両
の
点
検

消
防
署
員
に
よ
る
点
検
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
タ
イ
ヤ
交
換
は
ど
の
程
度
の
期
間
で

行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

そ
の
日
の
勤
務
員
に
よ
り
車
体
や
タ
イ
ヤ
な
ど
の
目

視
に
よ
る
点
検
に
加
え
、
各
種
照
明
装
置
や
サ
イ
レ

ン
な
ど
の
動
作
点
検
を
朝
の
運
行
前
と
夕
方
の
２
回
、
毎

日
行
っ
て
い
る
。
タ
イ
ヤ
交
換
は
走
行
距
離
や
タ
イ
ヤ
の

摩
耗
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
必
要
な
場
合
に
交
換
を

実
施
し
て
い
る
。

林
道
坂
畑
線
の
早
期
復
旧

亀
山
自
治
会
連
絡
協
議
会
か
ら
要
望
書
が
市
長
に
提

出
さ
れ
た
が
、
現
状
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

崩
落
箇
所
だ
け
で
な
く
、
周
辺
や
全
体
の
復
旧
が
必

要
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
費
用
の
捻
出
が
困
難
な

状
況
で
あ
る
。

Q

Q

Q

Q Q

Q

QQ A

A
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A
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答　

(
仮
称
)
貞
元
総
合
公
園
に
お
け

る
施
設
ご
と
の
機
能
や
規
模
、
配
置
な

ど
を
検
討
す
る
基
本
計
画
と
造
成
設
計

を
一
体
化
し
た
業
務
委
託
を
実
施
し
て

い
る
中
で
、
調
整
池
に
つ
い
て
は
概
ね

規
模
や
位
置
が
定
ま
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
今
回
は
、
工
事
発
注
に
必
要
と
な

る
調
整
池
の
実
施
設
計
を
行
う
費
用
を

計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
盤
改
良
に

つ
い
て
は
、
専
門
家
の
判
断
を
仰
ぐ
こ

と
と
し
た
こ
と
か
ら
、
現
行
の
造
成
設

計
業
務
に
は
含
め
て
い
な
か
っ
た
が
、

隣
接
道
路
の
地
質
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

地
盤
改
良
の
必
要
性
が
確
認
で
き
た
こ

と
か
ら
、
軟
弱
地
盤
の
技
術
解
析
や
対

策
工
法
の
選
定
等
に
要
す
る
費
用
を
計

上
し
た
も
の
。
ハ
ザ
ー
ド
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
と
意
見

交
換
を
す
る
中
で
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の

整
備
が
地
域
の
浸
水
状
況
に
影
響
を
与

え
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
声
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
は
、
地

権
者
や
周
辺
住
民
に
説
明
す
る
ほ
か
、

造
成
高
の
検
討
や
小
糸
川
の
し
ゅ
ん
せ

つ
に
関
し
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

意
見　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
に
お

い
て
、
現
況
測
量
、
地
質
調
査
、
基
本

計
画
及
び
造
成
設
計
業
務
に
係
る
補
正

予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
点

に
お
い
て
追
加
が
予
定
さ
れ
て
い
る
業

務
に
つ
い
て
も
説
明
が
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
っ
た
。

反
対
討
論　

「
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
整
備
推

進
事
業
」
に
関
し
、
全
体
の
事
業
計
画

案
が
示
さ
れ
て
い
な
い
中
で
事
業
が
進

各常任委員会では、付託された議案等を

それぞれ審査しました。

審査概要は次のとおりです。

※議案名は、議案等の審議結果（４ページ）を参照してください。

委委委委委委委委委委委委委 会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののの 焦 点員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
審
査
案
件
(
議
案
第
７
号
、
議
案
第
９

号
か
ら
議
案
第
12
号
、
議
案
第
18
号
、

議
案
第
19
号
、
議
案
第
22
号
、
議
案
第

26
号
か
ら
議
案
第
30
号
、議
案
第
32
号
)

（
内
容
）
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
で
あ
る
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
の
整
備
及
び
運
営
を
行
う
事
業
に
要

す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
君
津

市
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
整
備
等
基
金
を
設
置

す
る
も
の
。

問　
寄
附
金
以
外
に
基
金
に
積
み
立
て

を
想
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
等
を
想
定

し
て
い
る
。

問　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

附
金
と
当
基
金
の
関
係
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、

複
数
年
度
で
の
活
用
が
可
能
と
な
り
、

寄
附
企
業
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
税
額

控
除
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
。

問　
今
年
度
の
寄
附
の
受
け
入
れ
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

問問問 答答

答　

す
で
に
１
億
円
の
指
定
寄
附
が

あ
っ
た
ほ
か
、
寄
附
の
申
し
出
を
１
件

受
け
て
い
る

反
対
討
論　

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
整
備
に

つ
い
て
は
都
市
計
画
審
議
会
に
お
け
る

審
議
を
経
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時

点
に
お
い
て
は
不
確
実
性
が
残
っ
て
お

り
、
基
金
を
設
置
す
る
時
期
と
し
て
は

適
切
で
は
な
い
。
今
後
、
審
議
会
に
お

い
て
事
業
計
画
や
財
源
計
画
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
承
認
が
得
ら
れ
た
後
に
、

決
定
さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
具
体

的
な
資
金
調
達
の
仕
組
み
で
あ
る
基
金

を
設
置
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む

べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論　

本
基
金
は
、
今
後
見
込
ま

れ
る
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄

附
金
を
基
金
へ
積
み
立
て
る
こ
と
に
よ

り
、
翌
年
度
以
降
の
事
業
費
へ
の
充
当

が
可
能
と
な
る
な
ど
、
持
続
的
か
つ
柔

軟
な
財
源
確
保
が
期
待
で
き
る
。
事
業

の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
時
期
に

基
金
を
投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寄
附

金
等
を
最
大
限
に
有
効
活
用
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
本
基
金
の

設
置
は
必
要
か
つ
有
益
な
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。

(
可
否
同
数
に
よ
り
委
員
長
裁
決
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
)

問　
今
回
の
補
正
予
算
に
当
該
業
務
を

計
上
す
る
に
至
っ
た
経
緯
及
び
業
務
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

め
ら
れ
て
お
り
、
議
会
へ
の
説
明
も
尽

く
さ
れ
て
い
な
い
。

賛
成
討
論　

今
回
の
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
整
備
に
係
る
基

本
計
画
及
び
造
成
設
計
業
務
等
を
進
め

る
中
で
、
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た

も
の
や
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
や
施

設
の
配
置
の
検
討
な
ど
を
踏
ま
え
て
実

施
す
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
特
に
ハ
ザ
ー
ド
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
地
域
か
ら

の
要
望
に
よ
る
も
の
と
し
て
今
定
例
会

で
の
補
正
予
算
と
な
っ
た
こ
と
は
理
解

で
き
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に

つ
い
て
は
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
整
備
を

次
の
段
階
に
移
行
す
る
に
当
た
り
、
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
事
業
を
着

実
に
進
め
る
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

(
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
)

審
査
案
件
(
議
案
第
８
号
、
議
案
第
14

号
か
ら
議
案
第
17
号
、
議
案
第
20
号
、

議
案
第
29
号
、
議
案
第
31
号
、
陳
情
第

10
号
)

賛
成
討
論

反
対
討
論

問

答意
見

賛
成
討
論

反
対
討
論

答

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

議
案
第
７
号

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
整
備
等

基
金
条
例
の
制
定

議
案
第
29
号
(
補
正
予
算
)

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
整
備
推
進

事
業

佐藤葉子委員長

鶴岡一成委員長
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問　
指
定
し
よ
う
と
す
る
団
体
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

当
該
団
体
は
現
在
、
森
林
体
験
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
食
堂
を
営
ん
で
い
る
事
業

者
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
施
設
で
行
わ
れ
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
等
は
継
続
し
て
行
う
予
定
で

あ
る
。

問　
指
定
管
理
期
間
を
１
年
と
す
る
理
由
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

施
設
の

利
用
方
法
や

開
館
日
時
等

を
検
討
す
る

た
め
、
前
回

３
年
の
と
こ

ろ
、
今
回
は

１
年
と
す
る

も
の
。

(
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
)

問　
捕
獲
数
の
状
況
及
び
捕
獲
数
が
増
加
し

て
い
る
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

捕
獲
数
は
主
に
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、

（
内
容
）
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
、
学
校

復
帰
及
び
社
会
的
自
立
の
支
援
を
行
う
君
津

市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
(
通
称
「
き
み
つ
メ

イ
ト
」)
に
つ
い
て
、
利
用
す
る
児
童
生
徒

の
増
加
に
伴
い
、
施
設
を
移
転
す
る
も
の
。

問　
利
用
者
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
３
年
度
の
利
用
者
が
６
名
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、

令
和
６
年
度

に
は
29
名
ま

で
利
用
者
が

増
加
し
て
い

る
。

(
全
会
一
致

で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決

定
)

問　
短
期
入
所
型
・
通
所
型
の
利
用
状
況
を

伺
う
。

答　

短
期
入
所
型
の
利
用
は
市
内
医
療
機
関

で
55
日
、
市
外
医
療
機
関
で
36
日
。
通
所
型

は
市
内
医
療
機
関
で
36
日
、
市
外
医
療
機
関

で
10
日
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
に
対

象
を
拡
大
し
、
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
を
は

じ
め
様
々
な
機
会
に
積
極
的
に
周
知
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
が
増
加
し
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

(
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
)

問問

問問問

答答

答答答

キ
ョ
ン
が
増
加
し
て
お
り
、
９
月
末
時
点

で
、
昨
年
同
時
期
に
比
べ
、
約
千
頭
増
加
し
、　

４
千
46
頭
で
あ
る
。
捕
獲
数
増
加
の
要
因
と

し
て
、
生
息
し
て
い
る
個
体
数
が
増
え
て
い

る
こ
と
や
、
捕
獲
従
事
者
が

昨
年
同
時
期
に
比
べ
、
17
名

多
く
活
動
し
て
い
る
こ
と

が
理
由
と
考
え
て
い
る
。

(
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
)

動
議　

地
域
住
民
が
当
該
事
業
に
対
し
強
い

懸
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
も

の
の
、
行
政
の
手
続
き
と
し
て
は
条
例
等
に

適
合
し
て
い
る
事
業
は
許
可
せ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
事
業

の
不
許
可
を
求
め
る
意
見
書
で
は
な
く
、
仮

に
許
可
が
さ
れ
た
場
合
を
含
ん
だ
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
、
趣
旨
採
択

と
し
た
い
。

反
対
討
論　

県
に
対
し
て
、
当
該
事
業
の
許

可
申
請
に
つ
い
て
慎
重
な
判
断
を
求
め
る
こ

と
や
、
仮
に
許
可
さ
れ
た
場
合
の
立
入
検
査

等
に
つ
い
て
言
及
し
た
意
見
書
を
提
出
す
べ

き
と
考
え
る
た
め
、
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
。

賛
成
討
論　

当
該
事
業
の
計
画
地
は
第
一
種

低
層
住
居
専
用
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

全
用
途
地
域
の
中
で
も
最
も
良
好
な
住
環

境
の
保
護
を
目
的
と
し
た
地
域
で
あ
る
た
め
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
事
業
と
の
調
和
は
極
め

て
難
し
く
、
住
民
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
採
択
す
べ
き
。

(
賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択
す
べ
き
も
と
の
決

定
)

審
査
案
件
(
議
案
第
13
号
、
議
案
第
21
号
、

議
案
第
23
号
か
ら
議
第
25
号
、
議
案
第
29
号
、

陳
情
第
11
号
)

（
内
容
）
平
成
４
年
に
供
用
開
始
さ
れ
た
上

総
聖
苑
に
つ
い
て
、
火
葬
炉
の
老
朽
化
の
た

め
、
令
和
８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
苑
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

問　
火
葬
炉
の
一
般
的
な
耐
用
年
数
及
び
現

在
の
設
備
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

火
葬
炉
の
耐
用
年
数
は
16
年
、
平
均
的

な
改
修
年
数
は
20
年
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
排
風
設
備
や
運
転
機
器
な
ど
に
不
具

合
が
生
じ
て
い
る
。

(
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
)

問　
指
定
管
理
者
か
ら
の
納
付
金
の
見
込
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

納
付
金
は
収
入
の
３
％
で
、
年
間
約

49
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。

(
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
)

問問 答答

動
議

賛
成
討
論

反
対
討
論

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
案
第
14
号

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
の
改
正

議
案
第
23
号

自
転
車
駐
車
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定

陳
情
第
11
号

坂
田
地
区
に
お
け
る
再
生
資
源
屋
外

保
管
場
を
許
可
し
な
い
意
見
書
の
千

葉
県
へ
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

議
案
第
24
号

森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

議
案
第
29
号
(
補
正
予
算
)

産
後
ケ
ア
事
業

議
案
第
21
号

上
総
聖
苑
の
廃
止

議
案
第
29
号
(
補
正
予
算
)

有
害
獣
捕
獲
等
促
進
事
業 自転車駐車場

森林体験交流センター

きみつメイト移転先の
保健福祉センターふれあい館

下田剣吾委員長



TOPICS

議員研修会に参加しました

　令和７年１２月２１日、「きみつ少年少女合唱団 Christmas 
Charity Concert Vol.24」が君津市民文化ホールで開催さ
れ、小倉靖幸議長をはじめ、多くの市議会議員が出席しま
した。このコンサートは定番のクリスマスソングや設立から
のあゆみを歌で振り返るプログラムなどで構成され、合唱団
設立 25 周年の節目を飾るステージとなりました。

 １月に開催された以下の研修会に本市議会議員
が参加しました。
■令和８年１月１６日
　かずさ四市議会議長会　議員研修会
「議会が行うべき政策議論・政策提言とは何か
データに基づくかずさ四市の現状と課題について」

■令和８年１月２３日
　千葉県南市議会議長会　議員研修会
　「官民共創で地域課題を解決」

行政視察の受け入れを行いました
　市議会では、自治体議会からの行政視察を受け
入れ、本市の取組を紹介しています。令和７年の受
入件数は１０件で、最も多いテーマはドローンを使
った橋梁点検に関するもので５件でした。本テーマ
は市職員が自らドローンを操縦して橋梁を点検し、
ノウハウの蓄積や費用の縮減を図っている点など
が注目されています。

きみつ少年少女合唱団
第24回定期演奏会

•アプリをダウンロードいただいたら、起動して「君津市」と
　検索してください。「日本語」で読むを選択してください。

•アプリをダウンロードいただいたら、起動して「お住まいの
　地域」で君津市を選択してください。

スマートフォン用アプリで「議会だより」をご覧いただけます。

Android用

スマホ・

タブレット

iOS用

iPhone・

iPadなど

Android用

スマホ・

タブレット

iOS用

iPhone・

iPadなど
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令和８年 第１回定例会　２月17日（火） 開会予定です

※いずれもアプリのダウンロードは無料ですが、
　通信費は利用者の負担になります。


